
平成 30 年度 第 2 回部門長会議 議事録 

一般社団法人 岐阜県臨床検査技師会 

 

日時  平成 30 年 11 月 30 日（金） 18：30～20：00 

場所  岐阜県臨床検査技師会 事務所 

出席者 渡邊・森・今吉・日高・林・森本・武藤・後藤雪乃・山本・後藤考司・近藤・ 

棚橋・関 

    ※傍聴参加 浅野敦（会長） 

委任状 石田秀和 

記録 関敏秀 

 

議題  

１．副会長（総括）、部長、挨拶。 

２．秋季拡大研修会報告。（資料 1参照） 

 ・県学会進捗状況について 12 演題募集予定の中 8演題登録済。生理 3 微生物 2  

病理 1 血液 1 チーム医療 1。（森） 

 ・一般より 1演題エントリーします。（林） 

 ・演題募集の最終期日不明のため県学会担当へ確認中。（関） 

３. 部門研修会開催までの流れについて（資料 2参照） 

 ・内容解説（森） 

 ・講師料について、時間の規定はあるが当日の内容までは明記されていない。 

スライド準備ありや、当日実習講師含むなど線引きは様々。会計より適正に 

ついて問い合わせがあることもあり、次回部門長会議にて意見取りまとめる。 

（渡邊） 

 ・実習講師も実習生からは正真の講師となるので、講師料の適応だと思う。 

（森本） 

 ・外部講師の依頼について、部門によって偏りがあると会計支出にも偏りを生じ 

ることとなるので、均等（平等）となるようにしたい。（森） 

 ・たしかに部門によって外部講師依頼は年度でもまちまちであった。各部門の予 

算枠の線引きはなく、外部講師は春季・秋季の拡大研修会で講習して頂くこと 

が多かった。次年度の予算立ての際は、参加者の見込をたてて助成金（500 円 

×参加者数+2 万円）が最大（5万円）となる企画を 1～2回（県で 20回まで） 

計画して頂く。集客性の高い企画を考えて行っていただければ良いと思います。 

（浅野） 

・次年度予算計画表（エクセル）の助成金申請予定の研修会については、赤字 

で入力してください。収入の入力枠があればそちらも入力してください。 

（渡邊） 

・臨床放射線技師会の外部講師について、役職（主任以上）でなければ 1万円 



とする。 

４. 今年度における活動報告、来年度・予算作成について（資料 3参照） 

 ・来年度予算・計画（案）、部門長交代は、12月 14 日（金）までに学術部長  

渡邊までメール報告お願いします。（渡邊） 

  ・部門員の交代は随時可能であるが、来年度の交代については後日期日決定とし 

ます。 

５. 日臨技学術奨励賞 特別賞 該当者について 

 ・既に連絡済。再度該当者について確認お願いします。 

 ・推薦状が必要ですので、届き次第会長へ連絡をとります。 

※締切日 平成 31 年 2月 8 日（金）必着（日臨技） 

 ６．岐阜県臨床検査技師会会誌について（資料 4・5） 

  ・現在、微生物と病理の 2 論文投稿あり。 

  ・査読委員会は過去に開催した時季もあったが近年は行っていない。（近藤） 

  ・各部門長が査読を行い、学術部長と学術総括の承認を得たのち、論文著者と印

刷会社 西濃印刷（担当 小原さん）と直に校正を行っていただく。 

  ・西濃印刷株式会社 小原祐樹 ☎058-263-4101 kohara@seinou.jp 

 7．日臨技総会の座長推薦について 

  ・岐臨技会長より学術部長へ連絡予定。来年度開催は 5 月 18.19 日（下関市） 

  ・現在の演題募集数は 20 数演題。最終期日は 12 月 7 日（金）。アナウンスお願

いします。（浅野） 

 8．新人サポート研修会 日程・場所について 

  ・例年 5 月の第 4 日曜日で、岐阜科学医療大学 高崎先生へご依頼（関）。 

  ・次回 3 月予定の部門長会議までには、各部門の担当者、内容を決めておいてく

ださい。（近藤） 

  ・企画書（プログラム案、予算案）も次回部門長会議にて提示。 

  ・ランチョンセミナー、テキスト作成かダウンロード形式か次回部門長会議にて

決定。 

 9. 中部圏医学検査学会スキルアップセミナーについて（資料 6） 

  ・内容解説（森）。 

  ・ナイトセミナーは、集客性のある企画ができるかが焦点だと思われる。部門別

企画は、テーマ「さらなる飛躍」に合った企画でお願いしたい。（浅野） 

  ・1000 人の学会参加者を見込む（予算案）ので、演題数も 130~150 演題を目標

にやっていきたい。東海 6 県、各部門数などから、岐阜県での目安を考え、各

部門の目安、具体的な数字をもって、各部門長は演題投稿準備を進めてくださ

い。 

（浅野） 

・イブニングセミナーの会場は長良国際会議場を利用予定（確認中）。大小様々

な講義室があるので、参加者数によって会場を選択できるメリットがある。 

mailto:kohara@seinou.jp


・スキルアップセミナーの講師は中部圏 6 県以外の講師でも可能か？（林） 

大丈夫（浅野）。 

・他県の参加者の中にはイブニングセミナーを理由に前泊を申請（出張）する者

もいるので、期待の声もある。（後藤雪乃） 

・認定資格更新点数の申請は日臨技 HP より可能。申請許可に 4 か月を要するの

で早めに調べて申請してください。また専門分野の申請は、各学会によるので、

こちらも早めに調べておいてください。（渡邊） 

・日臨技の申請に遅延が生じた場合は会長より問い合わせします。（浅野） 

・12 月 19 日（水）中部学会準備会議があります。各部門で計画進行中の企画（イ

ブニングセミナー、部門別企画）がありましたら、学術部長 渡邊までご連絡

ください。（渡邊） 

 10 理事会報告 

  ・講師料について、議題 3 にて報告済。 

11 その他 

  ・平成 31 年度春季拡大研修会について、担当は血液部門と微生物部門。テーマ

は「敗血症と DIC」。 

  ・開催日は、6 月 5 日（日）岐阜地区担当、OKB ふれあい会館。 

  ・平成 31 年 2 月 10 日（土）、都道府県技師会リーダー育成研修会 受講生募集

中です。次期部門長（副部長）候補の方への推薦をお願いします。（各部門 1

名以上）。（関） 

  

 

以 上  

 

 

署名人     渡邊 宜典    印 

 

署名人     森 さゆり    印 

 

署名人     近藤 眞一    印 

 

 

 

近
藤 

 

 

 
渡
邊 

森  



議題 2.  

 

平成 30年度 秋季拡大研修会・第 57回岐阜県医学検査学会進捗状況 報告 

 

 

1） 11月 18日、岐阜科学医療大学（関市）にて、病理細胞部門（司会：日高

祐二先生）と染色体・遺伝子部門（司会：後藤考司先生）の、拡大研修会

が行われました。 

参加人数 80名の内、技師会員 72名の参加登録を行いました。 

  決算報告等の詳細につきましては、12/14の理事会にて中濃地区理事より

ご報告予定です。 

 

2） 平成 31年 3月 31日、星雲会館（下呂市）にて、第 57回岐阜県医学検査学

会が開催されます。※詳細は当日までに調べます。 

 

以上 



部門研修会の企画 資格のための単位申請の場合は理事会承認を得て３か月が必要
研修会企画から定期便お知らせまでのスケジュール 毎月第二金曜日 ホームページ掲載 定期発送

（最長１ヶ月） 最短７日 毎月１７日（開催月の２か月前）

講師料について　企画に伴う講師料の目安
部門研修会・新人サポート・拡大研修会
県内会員講師 30分以内 1000円

60分以内 2000円
60分以上 3000円

県外会員講師

医師

その他

日臨技企画
臨床検査技師 60分以上 10000
医師 90分以内 30000

90分以上 50000
その他 ９０分以上 30000

年間学術部門予算
年間計画の前に予定が決まると良いかも。

日臨技助成申請
年間　20企画（県学会・拡大研修会・新人サポートを含む）
20000+500×参加会員数

研修会企画

予算書作成 学術部長報告

外部講師あり（講師料発生）

実習研修会3万円を超えるもの

日当・交通費を除く

理事会承認必要（会議第2金
曜日の3日前までに提出）

会計に講師料・人件費・交通
費連絡

外部講師なし（講師料なし）
理事会承認不要・学術部長よ

り理事会報告
会計に人件費・交通費連絡

生涯教育助成申請

開催１ヶ月間には申請

３月開催は申請できない

理事会承認不要・学術部長よ
り理事会報告

研修会終了後決算書報告

ホームページアップ 学術部長報告 棚橋さんにアップ依頼
種村さんに発送依頼（毎月17

日）

理事会承認の必要性の有無
を確認

決算書作成 学術部長報告 棚橋さんにアップ依頼



平成 30 年 11 月 30 日 

各部門長 各位 

            （一社）岐阜県臨床衛生検査技師会 

                        会 長   浅野 敦＜公印略＞ 

                     学術部総括  森 さゆり                      

学術部長  渡邊 宜典 

今年度における活動報告確認と 

来年度・予算案計画案作成のお願い 

 

 来年の 6 月開催の定時総会にて、平成 30 年度の部門別研究班研修会の活動報告・平成

31 年度計画案を報告することになります。各研究班長さんは今年度の活動報告の確認と、

来年度の計画案を提出して頂くよう、必要であれば部門長副部門長会議等を開催して期日

までに報告をお願いします。 

 

【平成 30 年度 部門別研究班研修会の中間報告確認について】 

１．「学術カレンダー2018」の下部見出しにある「会計」を選択すると学術部

事業報告へ移動します。 

２．該当研究班の内容を確認して下さい。内容に問題があれば学術部の近藤先

生まで報告して下さい。修正対応します。 

 

【平成 31 年度 部門別研究班研修会 予算案・計画案の提出について】 

平成 31 年 2 月 15 日の理事会にて学術部における予算・中間決算・次年度計

画案の報告をします。理事会承認にて次年度活動を実施出来ることになります。 

理事会報告のために以下の内容を検討して報告して下さい。 

 

１． 必要であれば部門長副部門長会議を開催して検討して下さい。 

部門長副部門長会議を開催する場合、事前に会議申請書を学術部長に提

出して下さい。 

開催までに承認されると当日までに「日当」「交通費」「食卓費」を準備

します。承認が事後の場合は後日の支払いとなります。 

開催終了後は議事録を作成して学術部長に提出して下さい。 

２． 平成 31 年度の部門別研究班研修会の計画案・予算案を審議して議事録

を作成して下さい。 

３． 部門長・副部門長・精度管理担当者の変更・追加等を審議して、変更が    

あれば議事録に記載して報告して下さい。 

４． 平成 31 年度の中部圏支部研修会で担当県が「岐阜」になっている該当           

研究班は研修会の準備をお願いします。 

 

上記事項を審議して下さい 

 

 

 



【今後の作業日程について】 

 

１．来年度予算・計画（案）について 

浅野会長より後日 前年度同様の Excel 入力シートが配布されます。 

平成 30 年 12 月 14 日（金）までに 岐北厚生病院 渡邊までメール報告 

内容確認して平成 30 年 12 月 25 日（火）に浅野会長に報告 

 

２．来年度部門長等交代等について 

 特定の書式はありません。会議の議事録でも結構です 

平成 30 年 12 月 14 日（金）までに岐北厚生病院 渡邊までメール報告 

※部門員の交代は随時可能であるが、来年度の交代については後日期日決定と

する。 

 

上記報告に関しては、学術カレンダーの「次年度計画・予算案」のアイコン

をクリックすることで内容確認出来るようにしてあります。 

 

 

平成 31 年１月 18 日の常務理事会で内容を審議 

平成 31 年 2 月 15 日の理事会で承認してもらい次年度活動を行う。 

 

以 上 

 



回 覧 

                     平成 30 年度 学術部発   号 

岐臨技会員・賛助会員 各位 

平成 30 年 10 月 20 日 

                （一社）岐阜県臨床検査技師会 

                              会 長   浅野 敦＜公印略＞ 

                     学術部総括  森 さゆり                      

学術部長  渡邊 宜典 

 

 

 「岐阜県臨床検査技師会誌」投稿論文募集のお知らせ  
 

 

岐阜県臨床検査技師会では「岐阜県臨床検査技師会会誌」を毎年３月に発行を向けて準備を

しています。今年も論文の募集をしますので、岐臨技会員皆様方からの多数の論文投稿をお待ち

しております。 

 

掲載条件： 日本医学検査学会・中部圏支部学会・岐阜県医学検査学会、各種

専門分野の学会発表等の演題。また、過去に「岐阜県臨床検査技

師会誌」に投稿されていない論文であること。 

 

投稿期限： 岐臨技へ平成 31 年 1 月 4 日（金）までに投稿依頼があったもの

を、学術部で査読して、後日詳細を報告します。 

 

投稿規定： 原稿については「医学検査」の投稿規定に準じます。 

【注意】 医学検査投稿規定に準ずるとありますが、岐臨技会誌論文について

「、」「。」は、全て「，」「．」を使用することにします。 

 

投稿方法： 期日までに岐阜県臨床検査技師会事務所に、①投稿論文・②画像

データ・③引用論文データをメールの添付ファイルで送って下さ

い。岐臨技査読委員会で査読して詳細をメール報告し、初稿原稿

を作成します。 

 

連絡先 ： 岐阜県臨床検査技師会事務所 

      TEL     058-275-5596 

 E-mail giringi-office@giringi.jp  

 

 

 

 

【今後の予定】 

平成 31 年１月～2 月末までに岐臨技査読委員会（副会長・学術部長・各部門長）にて内容を

検討し、初稿原稿作成・製本印刷して 3/20 の事務局発送で配布する予定です。 



平成 30 年度 岐阜県臨床検査技師会会誌〈タイムスケジュール〉 

 

発行：平成 31年 3月吉日 

発行元：一般社団法人 岐阜県臨床検査技師会 

 

11 月 14 日 西濃印刷さんへ依頼確認。（済） 

 

【 依頼内容 】※例年同様 

☑表紙カラー２色、本文差し込み写真・図カラーあり。例年の見積もり金額で依頼。 

☑電子データにて転送。レイアウトはめ込み等はすべて西濃印刷さんにて可能。 

☑昨年６題（過去 6年の実績：生理検査 8、微生物 17、輸血 1、生物 1、免疫 2、一般 3） 

☑11 月 30 日 部門長会議にて各部門長へ依頼。（当日現在：微生物 1、病理 1） 

☑各部門の部門長による査読開始。 

□ １２月１４日 理事会にて投稿の進捗状況と募集の呼びかけをお願いする。※目標 6題以上 

 

 

 

 

 

 

1 月 4日（金）投稿期限 

 ※追加依頼 可能？？ 

1 月 10 日（木） 西濃印刷さんへ最終見積もり依頼。 

1 月 21 日～２月８日（金） 学術部承認（学術部長・総括）の後に論文著者と小原さんとのレイアウト

（写真・図の位置）の校正。 

 

２月２１日（月）全てのデータを印刷会社に提出。 

 

３月 4日（月）最終校正 

３月 15 日（金）技師会事務所 納品 

3 月 20 日（水）３月定期便にて発送 

 

以上 

≪主な技師会スケジュール≫ 

１２月１４日 理事会・見積書提出 

1 月 18 日 常務理事会 

2 月 15 日 理事会 

3 月 末日 第３回 部門長会議 



平成 30 年度 中部圏支部医学検査学会 視察報告 

 

平成 30 年 11 月 23 日 

スキルアップセミナー視察 

講座 1 第 6 回 東海血管検査研究会 第一会場 200 名募集 

 

講座 2 魁 超音波塾 第一会場 200 名募集 参加 50 名程度 

 

講座 3 臨床微生物検査研修会 第 2・3 会場 募集 70 名 参加 23 名 

 

講座 4 心電図研修会 第 4 会場 募集 100 名 

 

講座 5 日本神経生理検査研修会  第 5 会場 募集 100 名 

 

講座 6 血液検査研修会 第 6 会場 募集 60 名 

 

講座 7 night セミナー RIZ CAFFE 募集 80 名 参加 50 名 

 

どの会場も定員に満たない様子。 

理由：認定資格更新点数などの研修会で対象者が限られる 

   3 日間を学会参加することが難しい 

    

次年度の課題：スキルアップセミナーの開催日 

       学会開催 10 月 12 日土曜日 13 日日曜日の翌日の 14 日は祝日で 11 日を 

スキルアップセミナー開催しても、参加が難しいのではないか。 

12 日・13 日の中で行うならメインの講演との調整や研修点数に必要な時間

確保にも配慮がいる。 

 

部門別企画 

「テーマ」と「ねらい」を部門で検討して、各県に依頼する 

 

 

 


